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超高齢社会の問題

２０本以上の歯を有する高齢者は増えている

• 歯を磨かないとどうなるか？

• 要介護になって歯を磨けなくな
るとどうなるか？

平成２８年度歯科疾患実態調査より

口腔崩壊

日本の総人口における
65歳以上の高齢者の割合
• 2019年には28.4％
• 2040年には35.3％の予測

３人に１人は高齢者の時代

総務省統計局https://www.stat.go.jp/data/topics/topi1211.html

我が国の歯科口腔保健の状況 子どものう蝕は減り
高齢者のう蝕は増加！
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食べる機能の発達と老化

加 齢

発 達 期

食べる機能の
基本が発達する

習 熟 期 維 持 期 減 退 期

出生

障 害

基本的な機能が
獲得できない

上手にならない

食べられていたのに
病気や事故で
できなくなる 死

金子芳洋：摂食・嚥下リハビリテーションセミナー/講義録 Ⅱ機能障害とその対応, 医学情報社, 2002, p94より引用改編
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乳幼児期は食べる機能の基本が獲得される時期

3



高齢期は口腔機能が減退していく時期

日本歯科医師会 歯科関係者のための食育支援ガイド2019 p99より
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平成30年、口腔機能の発達する乳幼児期・口腔機能の低下す
る高齢期をターゲットとした「口腔機能発達不全症」「口腔機能
低下症」が歯科診療で対応可能に！
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口腔機能発達不全症とは

離乳完了前

• 乳首をしっかり口にふくむことが
できない

• 舌小帯に異常がある

• 授乳時間が長すぎる

• スプーンを舌で押し出す状態が
みられる

• 離乳食が進まない

• やせ，または肥満である

• 口腔周囲に過敏がある

など

離乳完了後

• 舌の突出がみられる

• 歯の萌出に遅れがある

• 機能的因子による歯列・咬合の
異常がある

• 咀嚼時間が長すぎる

• 食べる量にムラがある

• 言葉の障害がある

• やせ，または肥満である

• 睡眠時のいびきがある

など
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